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1
 

 資
料

１
 

 

原
子

力
災

害
時

の
住

民
避

難
計

画
な

ど
に

関
す

る
県

、
1
9

市
町

ア
ン

ケ
ー

ト
 

 
※

ア
ン

ケ
ー

ト
は

、
①

県
に

対
す

る
も

の
、

②
避

難
計

画
を

策
定

し
て

い
る

長
浜

市
、

高
島

市
、

大
津

市
、

米
原

市
に

対
す

る
も

の
、

③
そ

の
他

1
5
市

町
に

対
す

る
も

の
、

の
3
種

類
あ

る
が

、
共

通
す

る
質

問
が

大
部

分
で

あ
る

。
以

下
で

は
、

共
通

す
る

部
分

を
ベ

ー
ス

に
し

て
異

な
る

部
分

を
挿

入
す

る
形

で
ア

ン
ケ

ー

ト
の

全
容

を
示

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

市
町

名
（

 
 

 
 

）
部

局
課

名
（

 
 

 
 

 
）

課
 

担
当

者
職

（
 

 
 

）
氏

名
（

 
 

 
 

 
 

 
）

 

連
絡

先
電

話
番

号
（

 
 

 
 

 
 

 
 

）
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

担
当

組
織

で
の

原
子

力
災

害
担

当
者

数
 

兼
務

（
 

 
）

名
、

専
任

（
 

）
名

、
う

ち
原

子
力

工
学

専
攻

者
や

放
射

線
取

扱
主

任
技

術
者

の
資

格
を

有
す

る
専

門
技

術
者

（
 

）
名

 

  １
．

基
本

事
項

 

Q
1

.原
子

力
災

害
時

の
住

民
避

難
計

画
を

含
む

防
災

計
画

の
策

定
状

況
に

つ
い

て
（

複
数

選
択

可
）

 
 

１
地

域
防

災
計

画
の

う
ち

、
原

子
力

災
害

対
策

編
を

別
立

て
で

策
定

 

２
地

域
防

災
計

画
の

全
体

計
画

の
一

部
と

し
て

原
子

力
災

害
対

策
を

記
述

 

３
広

域
避

難
計

画
を

独
立

し
た

計
画

と
し

て
策

定
 

４
そ

の
他

の
計

画
（

具
体

的
に

 
 

 
）

 

 

  Q
2

.上
記

計
画

の
最

初
の

策
定

年
月

日
、

最
近

の
改

定
年

月
、

改
定

の
予

定
な

ど
 

１
最

初
の

策
定

年
月

日
（

西
暦

 
 

 
年

 
 

月
）

 

２
最

近
の

改
定

年
月

日
（

西
暦

 
 

 
年

 
 

月
）

 

３
改

定
の

予
定

 
目

標
改

定
年

月
（

西
暦

 
 

 
 

年
 

 
月

）
 

 
 

（
主

な
改

定
内

容
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

番
号

を
記

入
 

 

Q
3

.計
画

案
の

策
定

方
法

を
教

え
て

下
さ

い
。
（

最
新

の
計

画
に

つ
い

て
）

 

１
検

討
委

員
会

を
設

置
 

２
担

当
部

局
で

作
成

 

３
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 
 

  Q
4

.検
討

委
員

会
を

設
置

し
た

場
合

、
そ

の
構

成
に

つ
い

て
（

複
数

選
択

 
可

 
）

 

番
号

を
記

入
 

番
号

を
記

入
 

2
 

 

１
学

識
者

 
２

市
町

職
員

 
３

県
職

員
 

４
議

員
 

５
住

民
 

６
原

子
力

事
業

者
 

７
そ

の
他
（

 
 

 
 

）
 

番
号

を
記

入
 

 

  Q
5

.計
画

策
定

の
際

の
住

民
意

見
の

反
映

方
法

（
最

新
の

計
画

に
つ

い
て

）
 

１
住

民
説

明
会

 
開

催
回

数
（

 
 

）
回

 
 

 
参

加
数

者
数

（
 

 
 

 
）

人
 

 Q
6
市

町
独

自
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

体
制

に
つ

い
て

 

１
必

要
と

考
え

て
い

る
 

 
２

不
要

と
考

え
て

い
る

 
３

今
後

検
討

し
た

い
 

 
 

  Q
7

.独
自

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し
て

い
る

場
合

は
そ

の
概

要
（

測
定

地
点

、
測

定
内

容
、
測

定
結

果
の

公
表

な
ど

）
を

お
書

き
く

だ
さ

い
。

 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 ※
県

へ
の

Q
6
、

Q
7
は

以
下

の
内

容
で

あ
る

。
 

Q
6

.原
子

力
発

電
事

業
者

と
の

協
定

 

１
締

結
し

て
い

る
（

内
容

 
 

 
 

 
 

）
 

２
締

結
し

て
い

な
い

 

 
３

そ
の

他
 

番
号

を
記

入
 

 

Q
7

.放
射

能
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ポ

ス
ト

の
数

 

 
全

県
（

 
 

）
地

点
、

資
料

と
し

て
、

市
町

別
設

置
数

、
位

置
図

な
ど

 

 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
 

固
定

ポ
ス

ト
数

 
3

0
か

所
？

 
 

 
移

動
ポ

ス
ト

（
 

 
）

 

  Q
8

.原
発

再
稼

働
の

同
意

権
を

有
す

る
原

子
力

事
業

者
と

の
安

全
協

定
に

つ
い

て
 

１
必

要
と

考
え

て
い

る
 

 
 

２
不

要
と

考
え

て
い

る
 

そ
れ

ぞ
れ

の
理

由
を

簡
単

に
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

番
号

を
記

入
 

 

 Q
9

.原
子

力
規

制
委

員
会

が
策

定
し

た
原

子
力

災
害

対
策

指
針
（

以
下

、
指

針
）
で

、
避

難
計

画
の

策
定

範
囲

を

U
P

Z
圏

内
の

お
お

む
ね

半
径

３
０

ｋ
ｍ

と
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

 

１
妥

当
で

あ
る

 
 

２
妥

当
で

は
な

い
 

３
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

 

２
、

３
の

場
合

そ
の

理
由

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

番
号

を
記

入
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3
 

 

 

 Q
1

0
.各

自
治

体
の

責
任

で
地

域
防

災
計

画
に

お
い

て
、
原

子
力

災
害

に
関

す
る

避
難

計
画

ま
た

は
避

難
措

置
を

定
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

ど
う

考
え

ま
す

か
？

 

 
１

妥
当

で
あ

る
（

止
む

を
得

な
い

も
含

む
）

 
２

広
域

と
な

る
こ

と
も

あ
り

自
治

体
の

能
力

を
超

え
て

い
る

 

３
国

が
責

任
を

持
っ

て
策

定
す

べ
き

 
 

４
原

子
力

発
電

事
業

者
が

主
体

と
な

っ
て

策
定

す
べ

き
 

５
そ

の
他

（
 

 
 

 
）

 

番
号

を
記

入
 

 

 

Q
11

.原
子

力
災

害
時

の
住

民
避

難
計

画
ま

た
は

避
難

措
置

の
実

効
性

の
検

証
は

行
わ

れ
て

い
ま

す
か

？
 

 
１

行
っ

て
い

る
（

具
体

的
に

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
     

 
 

 
 

）
 

 
２

行
っ

て
い

な
い

（
理

由
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

     
避

難
計

画
の

実
効

性
の

検
証

、
確

保
に

つ
い

て
の

意
見

が
あ

れ
ば

記
入

く
だ

さ
い

。
 

記
述

 

 

  

Q
1

2
.避

難
計

画
は

原
子

力
規

制
委

員
会

の
審

査
の

対
象

で
は

な
く

、
原

発
再

稼
働

と
避

難
計

画
の

実
効

性
は

、

切
り

離
さ

れ
た

状
態

と
な

っ
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

（
最

近
の

司
法

判
断

を
踏

ま
え

て
）

ど
う

考
え

ま
す

か
？

 

 
１

現
状

で
よ

い
 

２
避

難
計

画
の

実
効

性
が

再
稼

働
の

前
提

と
す

る
べ

き
 

３
わ

か
ら

な
い

 
４

そ
の

他
 

番
号

を
記

入
 

 

 ２
．

広
域

避
難

に
つ

い
て

 

※
県

、
長

浜
市

、
高

島
市

、
大

津
市

、
米

原
市

に
対

し
て

、
以

下
の

Q
(
広

域
避

難
)
１

～
６

の
質

問
を

行
っ

た
。

 

Q
（

広
域

避
難

）
1

.広
域

避
難

計
画

で
は

、
一

次
集

合
場

所
、
避

難
中

継
所

を
経

て
避

難
先

自
治

体
の

拠
点

避
難

所
へ

行
き

、
そ

こ
か

ら
各

避
難

所
に

到
達

す
る

よ
う

に
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
こ

れ
ら

の
場

所
は

明
確

に
な

っ

て
い

ま
す

か
？

 

 
１

明
確

に
な

っ
て

い
る

 
２

あ
る

程
度

明
確

に
な

っ
て

い
る

 
３

明
確

に
な

っ
て

い
な

い
 

４
わ

か
ら

な
い

 

番
号

を
記

入
 

 

 

番
号

を
記

入
 

 

4
 

 Q
（

広
域

避
難

）
2

. 前
問

の
経

路
に

つ
い

て
は

関
係

住
民

は
把

握
（

理
解

）
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
 

１
把

握
し

て
い

る
 

 
２

あ
ま

り
把

握
さ

れ
て

い
な

い
 

３
把

握
さ

れ
て

い
な

い
 

４
わ

か
ら

な
い

 

 
 

 

  Q
（

広
域

避
難

）
3

.避
難

先
の

自
治

体
と

は
協

定
ま

た
は

そ
れ

に
準

じ
る

も
の

が
締

結
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
 

 
１

さ
れ

て
い

る
 

２
一

部
さ

れ
て

い
る

 
３

全
く

さ
れ

て
い

な
い

 

番
号

を
記

入
 

 

 Q（
広

域
避

難
）
4

.避
難

計
画

を
心

配
す

る
住

民
団

体
が

行
っ

た
美

浜
原

発
事

故
時

の
長

浜
市

と
高

島
市

の
U

P
Z

圏
内

住
民

の
避

難
先

自
治

体
に

対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
よ

る
と

、
感

染
症

対
策

を
行

っ
た

場
合

、
避

難

所
の

数
は

足
り

て
い

る
と

い
う

回
答

は
4

6
%
で

し
た

。
避

難
元

の
自

治
体
（

県
、
長

浜
市

、
高

島
市

、
大

津

市
）
の

認
識

は
ど

う
で

す
か

？
想

定
さ

れ
る

避
難

所
で
「

密
」
を

避
け

る
た

め
の

必
要

な
ス

ペ
ー

ス
は

確
保

で
き

る
の

で
し

ょ
う

か
？

 

 
１

足
り

て
い

る
 

 
２

足
り

て
い

な
い

 
３

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
 

４
わ

か
ら

な
い

 

 
 

 

番
号

を
記

入
 

 

 Q
（

広
域

避
難

）
5

. 今
回

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
症

拡
大

は
「

コ
ロ

ナ
後

の
社

会
」
で

の
避

難
に

つ
い

て
新

た
な

検
討

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

今
後

の
避

難
の

あ
り

方
に

つ
い

て
の

考
え

方
を

お
聞

か
せ

下
さ

い
。

 

 
１

現
状

（
現

在
の

計
画

）
で

十
分

対
応

で
き

る
 

２
抜

本
的

な
見

直
し

が
必

要
で

あ
る

 
３

今
後

の
課

題
と

し
て

認
識

は
し

て
い

る
 

４
抜

本
的

な
見

直
し

・
再

検
討

は
困

難
で

あ
る

 
５

わ
か

ら
な

い
 

番
号

を
記

入
 

 

 Q
（

広
域

避
難

）
6

. 原
発

事
故

の
発

生
時

に
、

U
P

Z
圏

内
住

民
の

広
域

避
難

を
行

お
う

と
し

た
場

合
、

福
井

県

か
ら

の
避

難
者

が
県

内
を

通
過

す
る

こ
と

も
想

定
さ

れ
ま

す
、
そ

の
場

合
、
複

数
の

ル
ー

ト
に

つ
い

て
準

備

や
検

討
は

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

 

 
１

想
定

し
て

い
る

 
 

２
想

定
し

て
い

な
い

（
で

き
な

い
）

 
３

今
後

の
検

討
課

題
 

番
号

を
記

入
 

 

Q
1

3
.複

数
の

原
発

の
事

故
な

ど
や

原
発

事
故

の
規

模
に

よ
っ

て
は

、（
全

国
知

事
会

も
要

求
し

て
い

る
よ

う
に

）

U
P

Z
圏

外
の

住
民

避
難

が
必

要
な

場
合

も
想

定
さ

れ
ま

す
が

、
そ

の
よ

う
な

場
合

、
貴

市
町

で
は

対
応

可
能

で
す

か
？

 

１
現

在
の

（
地

域
防

災
）

計
画

で
対

応
で

き
る

 
２

現
在

の
（

地
域

防
災

）
計

画
で

、
あ

る
程

度
可

能
 

３

現
在

の
計

画
で

は
不

可
能

（
そ

も
そ

も
想

定
し

て
い

な
い

）
 

４
現

在
、

検
討

し
て

い
な

い
 

５
わ

か
ら

な

番
号

を
記

入
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5
 

 

い
 

番
号

を
記

入
 

 

 Q
1

4
.避

難
計

画
を

考
え

る
際

、
各

自
治

体
に

お
け

る
高

齢
者

、
障

が
い

児
・

者
、
施

設
入

所
者

、
病

院
な

ど
は

特
別

の
対

応
が

必
要

と
な

り
ま

す
が

（
要

援
護

者
）
、

そ
の

数
や

施
設

に
つ

い
て

把
握

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

 

 
１

把
握

し
て

い
る

 
２

一
部

把
握

し
て

い
る

 
３

把
握

で
き

て
い

な
い

 

番
号

を
記

入
 

 

 Q
1

5
.Q

1
4

の
対

象
者

別
の

移
動

手
段

に
関

す
る

計
画

は
で

き
て

い
ま

す
か

？
必

要
な

バ
ス

と
運

転
手

の
確

保

な
ど

は
ど

う
で

し
ょ

う
か

？
 

 
１

で
き

て
い

る
 

 
２

一
部

で
き

て
い

る
 

 
３

で
き

て
い

な
い

 

番
号

を
記

入
 

 

   Q
1

6
.県

及
び

各
市

町
の

計
画

で
は

、
避

難
や

屋
内

退
避

の
基

準
が

示
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
実

際
に

原
発

事
故

が

発
生

し
た

場
合

、
屋

内
退

避
や

避
難

指
示

な
ど

の
線

引
き

や
住

民
へ

の
周

知
が

円
滑

に
行

わ
れ

る
と

考
え

ら

れ
ま

す
か

？
 

 
１

行
う

こ
と

が
で

き
る

 
２

む
ず

か
し

い
 

３
わ

か
ら

な
い

 

番
号

を
記

入
 

 

 ３
 

複
合

災
害

の
想

定
に

つ
い

て
 

Q
1

7
.避

難
計

画
ま

た
は

避
難

措
置

に
お

い
て

、
同

時
に

生
じ

る
恐

れ
の

あ
る

災
害

で
想

定
し

て
い

る
も

の
を

選

ん
で

く
だ

さ
い

。
（

複
数

選
択

可
）

 

 
１

地
震

 
２

風
水

害
、

河
川

の
氾

濫
 

３
大

雪
・

積
雪

に
よ

る
交

通
渋

滞
 

４
想

定
し

て
い

な
い

 

番
号

を
記

入
 

 

 Q
1

8
.地

震
は

、
原

発
事

故
の

原
因

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
（

現
に

フ
ク

シ
マ

が
そ

う
で

し
た

）
の

で
、
地

震
と

原
子

力
災

害
は

同
時

に
発

生
す

る
可

能
性

が
高

い
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
そ

し
て

、
情

報
収

集
や

被
害

対
応

、

避
難

な
ど

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
独

自
の

対
応

が
必

要
に

な
り

ま
す

が
、

現
在

の
避

難
計

画
や

防
災

計
画

で

対
応

可
能

で
す

か
？

 

 
１

対
応

可
能

 
２

あ
る

程
度

対
応

可
能

 
３

対
応

不
可

能
 

４
わ

か
ら

な
い

 

番
号

を
記

入
 

 

6
 

  Q
1

9
.Q

1
8

.の
よ

う
な

事
態

に
対

し
て

、
各

自
治

体
の

人
的

な
体

制
は

十
分

で
す

か
？

 

 
１

十
分

 
 

２
不

十
分

 
３

わ
か

ら
な

い
 

番
号

を
記

入
 

 Q
2

0
.複

合
災

害
を

想
定

し
た

訓
練

は
？

 

１
実

施
し

た
こ

と
が

あ
る

 
２

実
施

し
た

こ
と

は
な

い
 

３
実

施
で

き
な

い
 

番
号

を
記

入
 

 

 ４
 

屋
内

退
避

に
つ

い
て

 

Q
2

1
.木

造
住

宅
の

住
民

に
対

し
て

屋
内

退
避

の
方

法
は

周
知

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

 

 
１

十
分

周
知

 
 

２
あ

ま
り

十
分

で
な

い
 

３
十

分
で

な
い

 
４

わ
か

ら
な

い
 

 
 

   Q
2

2
.県

の
広

域
避

難
計

画
で

は
、
（

屋
内

退
避

が
相

対
的

に
有

効
な

場
合

を
取

り
上

げ
て

）
屋

内
退

避
の

有
効

性
が

強
調

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

事
故

発
生

後
の

時
間

軸
の

な
か

で
考

え
る

と
、

事
故

の
規

模
や

気
象

条
件

な

ど
に

よ
っ

て
は

U
P

Z
圏

内
外

に
か

か
わ

ら
ず

、
O

IL
1

1に
該

当
す

る
条

件
と

な
る

な
ど

一
刻

も
早

く
避

難
し

た
方

が
よ

い
場

合
が

想
定

さ
れ

ま
す

。
現

在
の

避
難

計
画

ま
た

は
避

難
措

置
と

滋
賀

県
緊

急
時

モ
ニ

タ
リ

ン

グ
計

画
は

、
最

も
厳

し
い

条
件

で
あ

る
O

IL
1
の

場
合

で
も

十
分

対
応

で
き

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

か
？

 

 
１

対
応

で
き

る
 

２
あ

る
程

度
対

応
で

き
る

 
３

対
応

で
き

な
い

 
４

わ
か

ら
な

い
 

番
号

を
記

入
 

  Q
2

3
.全

国
知

事
会

は
、
屋

内
退

避
の

期
間

や
、
屋

内
退

避
指

示
の

解
除

に
係

る
考

え
方

、
耐

震
性

を
備

え
た

屋

内
退

避
施

設
の

整
備

や
家

屋
が

倒
壊

し
た

場
合

の
対

応
な

ど
に

つ
い

て
明

確
に

す
る

よ
う

国
に

求
め

て
い

ま
す

が
、

今
、

重
大

な
原

子
力

災
害

が
発

生
し

た
ら

ど
の

よ
う

に
対

応
さ

れ
ま

す
か

？
 

 
１

国
、

県
の

指
示

に
従

う
 

２
独

自
に

判
断

す
る

 
３

わ
か

ら
な

い
 

                                                  
1 O

IL
(O

p
era

tion
a

l In
terv

en
tion

 L
ev

el:運
用

上
の

介
入

レ
ベ

ル
)。

原
子

力
施

設
に

お
い

て
異

常
事

象

が
発

生
し

た
際

、
オ

フ
サ

イ
ト

の
放

射
線

量
率

等
に

基
づ

き
住

民
等

の
防

護
措

置
を

実
施

す
る

判
断

基
準

。

O
IL

1
は

、
空

間
放

射
線

量
率

が
5

0
0
μ

S
v
/h

超
え

る
場

合
、

数
時

間
以

内
を

目
途

に
区

域
を

特
定

し
、

避
難

等
を

実
施

す
る

(移
動

が
困

難
な

者
の

一
次

屋
内

退
避

を
含

む
)。

O
IL

2
は

、
空

間
放

射
線

量
率

が
2

0
μ

S
v
/h

を
超

え
る

場
合

、
1
日

内
を

目
途

に
区

域
を

特
定

し
、

地
域

生
産

物
の

摂
取

を
制

限
す

る
と

と
も

に
、

1
週

間

程
度

内
に

一
時

移
転

を
実

施
す

る
。

原
子

力
規

制
委

員
会

の
「

原
子

力
災

害
対

策
指

針
」

で
定

め
ら

れ
た

も
の

を
各

自
治

体
の

計
画

で
使

用
し

て
い

る
。

 

番
号

を
記

入
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7
 

 

番
号

を
記

入
 

 

 Q
2

4
.屋

内
退

避
で

木
造

家
屋

の
場

合
は

、
セ

シ
ウ

ム
1

3
7
な

ど
を

含
む

放
射

性
プ

ル
ー

ム
か

ら
の

ガ
ン

マ
線

に

よ
る

ク
ラ

ウ
ド

シ
ャ

イ
ン

2は
1

0
%
程

度
し

か
防

げ
な

い
こ

と
が

指
摘

さ
れ

て
い

ま
す

。
木

造
住

宅
で

の
屋

内
退

避
の

問
題

（
リ

ス
ク

）
に

つ
い

て
住

民
に

十
分

周
知

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

 

 
１

十
分

周
知

 
 

２
あ

ま
り

十
分

で
な

い
 

３
周

知
し

て
い

な
い

 
４

わ
か

ら
な

い
 

番
号

を
記

入
 

 

 Q
2

5
.木

造
住

宅
に

代
わ

っ
て

住
民

を
収

容
で

き
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

な
ど

の
構

造
物

は
対

象
地

域
に

十
分

あ
り

ま
す

か
？

 

 
１

十
分

あ
る

 
 

２
あ

ま
り

十
分

で
な

い
 

３
十

分
で

な
い

 
４

わ
か

ら
な

い
 

番
号

を
記

入
 

 Q
2

6
.コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

な
ど

の
気

密
性

の
高

い
構

造
物

で
も

屋
内

に
放

射
性

プ
ル

ー
ム

の
侵

入
を

避
け

る
こ

と
が

で
き

ず
、

気
密

性
が

高
い

ゆ
え

に
滞

留
時

間
も

長
く

、
被

爆
を

避
け

る
こ

と
が

出
来

な
い

こ
と

が

指
摘

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
に

考
え

る
と

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
屋

内
退

避
も

問
題

が
残

る
と

思

い
ま

せ
ん

か
？

 

 
１

そ
う

思
う

 
２

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
 

３
そ

う
思

わ
な

い
 

４
わ

か
ら

な
い

 

番
号

を
記

入
 

 

 Q
2

7
.原

発
が

損
傷

す
る

ほ
ど

の
大

き
な

地
震

が
起

き
、
原

発
事

故
が

進
行

し
て

い
る

場
面

で
は

、
U

P
Z
圏

外
の

住
民

も
避

難
を

開
始

す
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
が

、
U

P
Z
圏

内
の

住
民

に
対

し
て

屋
内

退
避

を
続

け
る

こ
と

が

現
実

問
題

で
き

る
の

で
し

ょ
う

か
？

（
熊

本
地

震
で

は
屋

内
退

避
が

か
え

っ
て

生
命

の
危

険
に

晒
さ

れ
た

と

い
う

経
験

に
も

学
ば

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。
）

 

 
国

や
県

の
基

本
方

針
に

つ
い

て
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記
述

 

 

 ５
．
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
・
配
備
・
事
前
配
布
の
状
況
調
査

 

※
県

に
対

し
て

Q
県

１
、

２
の

質
問

を
し

た
。

 

                                                  
2 
大

気
中

に
浮

遊
し

て
い

る
放

射
性

物
質

か
ら

の
被

曝
。

エ
ネ

ル
ギ

ー
レ

ベ
ル

が
比

較
的

低
い

キ
セ

ノ
ン

1
3

3
か

ら
放

射
さ

れ
る

ガ
ン

マ
線

に
対

し
て

は
木

造
家

屋
で

も
遮

蔽
効

果
が

あ
る

と
さ

れ
て

い
る

。
 

8
 

 Q
県

1
.Ｕ

Ｐ
Ｚ

圏
の

住
民

へ
の
安

定
ヨ

ウ
素

剤
の

配
布

に
つ

い
て

 
 

 
高

島
市

や
長

浜
市

で
は

ヨ
ウ

素
剤

の
配

布
に

つ
い

て
は

緊
急

時
に

一
時

集
合

場
所

で
医

師
の

問
診

な
ど

を

経
て

住
民

に
配

布
す

る
、

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
れ

に
対

し
て

あ
ま

り
に

も
現

実
的

で
な

い
と

の
意

見
が

あ

り
ま

す
が

県
の

考
え

を
示

し
て

下
さ

い
。

 

１
．

国
が

示
す

基
準

に
基

づ
い

て
お

り
、

こ
れ

で
良

い
。

 

２
．

緊
急

時
に

医
師

の
確

保
と

問
診

な
ど

が
行

え
る

の
か

心
配

で
あ

る
。

体
制

整
備

に
課

題
が

あ
る

。
 

３
．

緊
急

時
に

は
県

が
責

任
を

持
っ

て
住

民
に

服
用

を
お

願
い

す
る

。
 

    
４

．
緊

急
時

に
は

国
、

県
の

判
断

を
待

た
ず

自
治

体
の

責
任

に
お

い
て

住
民

に
服

用
を

お
願

い
す

る
。

  

 
 

 

そ
の

場
合

、
安

定
ヨ

ウ
素

剤
服

用
の

時
期

、
判

断
の

基
準

は
何

か
。
誰

が
、
ど

の
よ

う
に

判
断

す
る

の
で

す
か

？
 

記
述

 
 

 

【
参

考
】

全
面

緊
急

事
態

で
は

、
「

原
子

力
規

制
委

員
会

が
原

子
力

施
設

の
状

況
、

緊
急

時
モ

ニ
タ

リ

ン
グ

結
果

等
を

勘
案

し
、
避

難
又

は
一

時
移

転
と

併
せ

た
防

護
措

置
と

し
て

、
安

定
ヨ

ウ
素

剤
の

配
布

及
び

服
用

の
必

要
性

を
判

断
し

、
そ

の
判

断
に

基
づ

き
原

子
力

災
害

対
策

本
部

又
は

地
方

公
共

団
体

が

指
示

を
出

し
、
住

民
は

そ
の

指
示

に
従

う
。
事

前
配

布
さ

れ
て

い
な

い
地

域
の

者
に

は
、
避

難
又

は
一

時
移

転
の

際
、
必

要
な

場
合

に
備

蓄
し

て
あ

る
安

定
ヨ

ウ
素

剤
を

地
方

公
共

団
体

職
員

等
が

備
蓄

場
所

か
ら

搬
出

し
て

配
布

し
、
指

示
に

従
い

服
用

さ
せ

る
。
こ

の
際

、
地

方
公

共
団

体
は

あ
ら

か
じ

め
指

定

し
て

い
る

配
布

場
所

を
経

由
す

る
避

難
経

路
を

設
定

す
る

、
家

族
の

代
表

者
に

配
布

す
る

、
複

数
の

受

渡
し

窓
口

を
設

け
る

等
、
避

難
や

服
用

を
遅

延
さ

せ
な

い
工

夫
や

、
車

中
や

屋
内

で
配

布
す

る
等

の
被

ば
く

を
避

け
る

た
め

の
方

策
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

。
」（

安
定

ヨ
ウ

素
剤

の
配

布
・
服

用
に

当
た

っ
て
：

原
子

力
規

制
庁

、
p

.1
4
）

 

              

（
原

子
力

災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
 

R
2

.7
 

原
 
子

 
力

 
防

 
災

 
会

 
議

 
幹

 
事

 
会

、
p

.11
）

 

番
号

を
記

入
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                    （
原

子
力

災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
 

R
2

.7
 

原
 
子

 
力

 
防

 
災

 
会

 
議

 
幹

 
事

 
会

、
p

.11
8
）

 

  Q
県

2
安

定
ヨ

ウ
素

剤
の

配
備

（
備

蓄
、

教
育

施
設

へ
の

事
前

配
備

、
住

民
へ

の
事

前
配

布
）

に
つ

い
て

 

内
閣

府
か

ら
道

府
県

へ
の

事
務

連
絡

（
2

0
2

0
年

2
月

3
日

）
で

は
「

事
前

配
布

す
る

住
民

の
範

囲
に

つ

い
て

の
自

治
体

の
判

断
尊

重
や

配
布

手
続

き
の

簡
略

化
等

の
御

要
望

を
頂

い
て

い
た

こ
と

等
を

踏
ま

え
」
、

「
緊

急
配

布
に

よ
る

安
定

ヨ
ウ

素
剤

の
受

取
の

負
担

を
考

慮
す

る
と

、
事

前
配

布
に

よ
っ

て
避

難
等

が
一

層
円

滑
に

な
る

と
想

定
さ

れ
る

Ｕ
Ｐ

Ｚ
内

住
民

へ
の

事
前

配
布

が
実

施
可

能
で

す
。
」

と
し

、
同

２
月

４
日

に
は

小
泉

環
境

相
が

記
者

会
見

で
「

こ
の

度
、

５
㎞

～
3

0
㎞

圏
内

、
い

わ
ゆ

る
Ｕ

Ｐ
Ｚ

に
お

い
て

…
安

定

ヨ
ウ

素
剤

の
事

前
配

布
の

取
組

を
推

進
す

る
こ

と
に

し
ま

し
た

」
と

述
べ

て
い

ま
す

。
 

こ
の

点
を

踏
ま

え
県

下
の

市
町

に
お

い
て

「
安

定
ヨ

ウ
素

剤
の

全
住

民
へ

の
事

前
配

布
や

教
育

施
設

へ

の
事

前
配

備
」

を
実

施
す

る
こ

と
に

つ
い

て
 

１
．

こ
れ

を
推

進
し

た
い

。
要

望
が

あ
れ

ば
支

援
の

方
策

も
検

討
し

た
い

。
 

２
．

県
と

し
て

、
こ

の
扱

い
（

事
前

配
布

）
に

つ
い

て
は

、
ま

だ
方

針
を

確
定

し
て

い
な

い
。

 

３
．

住
民

が
服

用
す

る
場

合
、

ク
リ

ア
ー

す
べ

き
課

題
が

あ
る

の
で

実
施

す
る

に
は

時
期

尚
早

で
あ

る
。

 

４
．

そ
の

他
（

 
 

）
 

番
号

を
記

入
 

 

 

1
0

 
  ※

長
浜

市
、

高
島

市
、

大
津

市
、

米
原

市
へ

は
以

下
の

質
問

を
行

っ
た

。
 

 

Q
ヨ

ウ
素

1
. Ｕ

Ｐ
Ｚ

圏
の

住
民

へ
の
安

定
ヨ

ウ
素

剤
の

配
布

に
つ

い
て

 
 

 
先

日
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
で

県
の
防

災
危

機
管

理
局

原
子

力
防

災
室

は
、

高
島

市
や

長
浜

市
で

の
ヨ

ウ
素

剤

の
配

布
に

つ
い

て
は

緊
急

時
に

一
時

集
合

場
所

で
研

修
を

受
け

た
市

の
職

員
が

住
民

に
配

布
す

る
、

と
回

答

し
ま

し
た

。
こ

れ
に

つ
い

て
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
。

 

１
．

県
の

考
え

方
で

よ
い

。
 

２
．

県
の

考
え

方
で

よ
い

が
、

市
の

職
員

へ
の

事
前

研
修

は
し

っ
か

り
し

て
欲

し
い

。
 

３
．

医
師

の
問

診
が

必
要

で
あ

る
。

 

    
４

．
医

師
の

問
診

は
必

要
な

い
が

、
薬

剤
師

や
養

護
教

諭
に

よ
る

配
布

を
検

討
し

て
欲

し
い

。
 

 
 

 

  そ
の

場
合

、
安

定
ヨ

ウ
素

剤
服

用
の

時
期

、
判

断
の

基
準

は
何

か
。
誰

が
、
ど

の
よ

う
に

判
断

す
る

の
で

す
か

？
 

記
述

 
 

 

 ※
県

へ
は
「

Q
2

8
～

3
3
は

、
市

町
に

対
す

る
質

問
で

す
が

、
県

が
把

握
し

て
い

る
範

囲
で

お
答

え
く

だ
さ

い
。
」

と
依

頼
し

た
。

 

Q
2

8
 
現

在
、
県

内
で

は
多

様
な

方
法

で
安

定
ヨ

ウ
素

の
配

備
が

始
ま

っ
て

い
ま

す
。
貴

自
治

体
の

施
策

に
つ

い

て
お

尋
ね

し
ま

す
。

予
定

の
場

合
は

「
予

」
と

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
(
複

数
選

択
)
 

 
１

特
に

何
も

し
て

い
な

い
。

 

 
２

市
民

へ
の

配
布

を
前

提
に

市
(
町

)
内

の
い

く
つ

か
の

場
所

に
備

蓄
し

て
い

る
。

 

 
３

児
童

・
生

徒
へ

の
配

布
を

前
提

に
教

育
施

設
(
保

・
幼

・
小

・
中

・
高

・
養

護
学

校
)
に

配
備

し
て

い
る

。
 

 
 
４

全
市

民
を

対
象

に
事

前
配

布
を

し
て

い
る

。
 

 
 
５

そ
の

他
(
具

体
的

に
 

 
 

 
 

 
) 

番
号

を
記

入
 

 Q
2

9
.Q

2
8
で

２
と

３
を

選
択

さ
れ

た
自

治
体

へ
。

備
蓄

や
配

備
の

場
所

は
？

（
複

数
選

択
可

）
 

 
１

市
役

所
、
２

町
役

場
、
３

公
民

館
、
３

体
育

セ
ン

タ
ー

、
４

保
育

園
、
５

認
定

保
育

園
、
６

幼
稚

園
、
 

７

小
学

校
、

８
中

学
校

、
９

高
等

学
校

、
1

0
養

護
学

校
、

1
1
そ

の
他

(
 

 
 

 
 

)
。

 

番
号

を
記

入
 

番
号

を
記

入
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11
 

  
 

 
 
※

私
立

の
教

育
施

設
に

は
配

備
し

て
い

ま
す

か
。
 

 
①

し
て

い
る

 
②

し
て

い
な

い
 

  Q
3

0
．

服
用

の
対

象
と

市
(
町

)
内

備
蓄

、
教

育
施

設
配

備
の

量
を

次
に

示
し

て
く

だ
さ

い
。

 

 
１

 
市

(
町

)
内

備
蓄

の
場

合
 

①
 
全

住
民

の
分

(
ゼ

リ
ー

剤
 

 
袋

、
 

 
人

分
)
 

 
 

 
 

 
(
丸

剤
 
 

丸
、

 
 

人
分

)
 

 

②
 

4
0
歳

未
満

住
民

の
分

(
ゼ

リ
ー

剤
 
 

 
袋

、
 

 
人

分
)
 

 
(
丸

剤
 

 
丸

、
 

 
人

分
)
 

 

③
 
そ

の
他

(
 

 
 

 
 
、

 
 

 
人

分
)
 

 
 

 ２
 
教

育
施

設
へ

の
事

前
配

備
の

場
合

 

 
 

①
新

生
児

(
 

 
 

 
)
人

分
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
ゼ

リ
ー

剤
 

 
包

)
 

 
 

 
 

②
生

後
１

ヶ
月

～
３

歳
未

満
(

 
 

 
 
)
人

分
 

 
 

(
ゼ

リ
ー

剤
 

 
袋

)
 

 

④
 
３

歳
以

上
１

３
歳

未
満

(
 

 
 

 
 
)
人

分
 

 
 

 
 
(

5
0
㎎

丸
剤

 
 

丸
)
 

⑤
 
１

３
歳

以
上

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

 
 

 
 

 
)
人

分
 
 

 
 
(

5
0
㎎

丸
剤

 
 

丸
)
 

 
※

備
蓄

場
所

の
一

覧
表

が
あ

れ
ば

提
供

願
い

ま
す

。
 

 Q
3

1
.市

(町
)内

備
蓄

・
教

育
施

設
配

備
の

開
始

は
い

つ
で

す
か

。
(
 

 
年

 
  

月
 
)
 

配
備

の
た

め
の

予
算

・
費

用
は

ど
れ

だ
け

で
す

か
。
（

お
お

よ
そ

の
額

、
千

円
単

位
で

結
構

で
す

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
ヨ

ウ
素

剤
の

購
入

費
用

( 
 

 
 

     
)
千

円
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

管
理

費
(
 

 
 

 
 

     
)
千

円
 

そ
の

他
(    

 
 

 
 

 
 
)
千

円
 

     
今

後
の

更
新

な
ど

の
方

策
に

つ
い

て
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
 

記
述

 

  

 
 

Q
3

2
. Q

2
8

.で
４

を
選

択
さ

れ
た

自
治

体
へ

。
全

市
民

に
事

前
配

布
す

る
た

め
の

方
策

を
具

体
的

に
記

し
て

く
だ

さ
い

。
 

記
述

 

  

 

Q
3

3
. 緊

急
時

、
安

定
ヨ

ウ
素

剤
の

服
用

を
誰

が
い

つ
判

断
し

連
絡

す
る

の
か

。
基

本
的

な
考

え
方

を
お

示
し

下

さ
い

。
 

１
国

や
県

の
指

示
を

受
け

て
か

ら
首

長
(
教

育
長

)
が

住
民

・
学

校
に

服
用

を
連

絡
す

る
。

 

２
国

や
県

と
相

談
し

な
が

ら
も

首
長

(
教

育
長

)
が

判
断

し
住

民
・

学
校

に
連

絡
す

る
。

 

３
放

射
能

漏
れ

の
情

報
を

総
合

的
に

見
て

、
首

長
(
教

育
長

)
が

独
自

に
判

断
し

住
民
・
学

校
に

連
絡

す
る

。
 

    
４

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

番
号

を
記

入
 

1
2

 
     ６

 
そ

の
他

 

 
原

子
力

災
害

対
策

に
か

か
る

2
0

2
1
年

度
予

算
（

 
 

 
 

 
 

 
）

千
円

 

 
そ

の
主

な
内

容
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 

  ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
安

心
・
安

全
に

暮
ら

せ
る

町
づ

く
り

目
指

し
て

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

力
を

尽
く

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

番
号

を
記

入
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資料２ 原子力災害発生時の対応など 

原子力災害対策指針 p.17 

原子力災害対策マニュアル p.11 
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原子力災害対策マニュアル p.12 
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全面緊急事態に係る初動対応の役割分担（原子力災害対策マニュアル p.13） 
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資料３ 参考資料一覧 

 

１ 原子力規制員会関係 

https://www.nsr.go.jp/activity/bousai/measure/index.html 

・原子力災害対策指針（平成 24 年 10 月 31 日制定）（令和 3 年 7 月 21 日一部改正） 

・原子力災害事前対策の策定において参照すべき線量のめやすについて（平成 30 年 10 月

17 日） 

（参考）Cs-137 100TBq 放出時の各核種放出量 

・原子力災害対策指針の緊急事態区分を判断する基準等の解説（平成 29 年 7 月 5 日原子

力規制委員会決定）（令和 2 年 10 月 28 日一部改正） 

・安定ヨウ素剤の配布・服用に当たって（令和 3 年 7 月 21 日一部改正） 

・原子力災害時における避難退域時検査及び簡易除染マニュアル（平成 29 年 1 月 30 日修

正） 

・原子力災害拠点病院等の施設要件（平成 27 年 5 月 15 日制定）（平成 30 年 7 月 25 日全

部改正） 

・原子力災害時における医療体制 

・原子力災害医療派遣チーム活動要領（平成 29 年 3 月 29 日） 

・原子力規制委員会防災業務計画（平成 24 年 9 月 19 日原子力規制委員会決定）（平成 30

年 1 月 31 日修正） 

・原子力災害発生時の防護措置の考え方（平成 28 年 3 月 16 日） 

・ＵＰＺ外の防護対策について（平成 27 年 3 月 4 日） 

 

２ 原子力防災会議 

・原子力災害対策マニュアル（平成 24 年 10 月 19 日制定、（令和 2 年 7 月 27 日一部改訂） 

 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/genshiryoku_bousai/pdf/taisaku_manual.pdf 

 

３ 中央防災会議 

・防災基本計画(令和 3 年 5 月) 

http://www.bousai.go.jp/taisaku/keikaku/pdf/kihon_basicplan.pdf 

 

４ 関西広域連合 避難ガイドライン 

https://www.kouiki-kansai.jp/koikirengo/jisijimu/bosai/744.html 

 

５ 滋賀県の計画など 

https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/bousai/genshiryoku/11453.html 

・滋賀県地域防災計画（原子力災害対策編）2019 年 3 月 31 日各種計画 

・滋賀県緊急時モニタリング計画 (PDF:286 KB) 

・原子力災害に係る滋賀県広域避難計画 (PDF:2 MB) 

・滋賀県原子力災害医療マニュアル 

https://www.pref.shiga.lg.jp/file/attachment/5204949.pdf 
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・滋賀県原子力防災専門会議 

https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/bousai/genshiryoku/309781.html 

 

５ 長浜市の計画 

https://www.city.nagahama.lg.jp/0000001062.html 

長浜市地域防災計画（本編） (ファイル名：tibou2020-honpen.pdf サイズ：6.57MB) 

長浜市地域防災計画（資料編） (ファイル名：tibo2020-shiryouhen.pdf サイズ：2.70MB) 

長浜市地域防災計画（様式編） (ファイル名：tibou2020-youshiki.pdf サイズ：1.25MB) 

原子力災害に係る長浜市広域避難計画  (ファイル名： kouikihian.pdf サイズ：

751.14KB) 

 

６ 高島市の計画 

・高島市地域防災計画 

http://www.city.takashima.lg.jp/www/contents/1551174537456/index.html 

 

７ 大津市の計画 

https://www.city.otsu.lg.jp/kurashi/bosai/sonae/plan/1390257039416.html 

原子力災害対策編 

別冊 大津市原子力災害避難計画 (PDF ファイル: 1.6MB) 

別冊 大津市原子力災害避難計画 資料編 (PDF ファイル: 1.9MB) 

 

８ 米原市の計画 

米原市地域防災計画 

https://www.city.maibara.lg.jp/kurashi/anshin/sonae/bousai_keikaku/6447.html 
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